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衆院国家安全保障特別委員会は 6 日、国家安全保障会議（日本版ＮＳＣ）設置法案と、自民、民主、

維新、公明提出の修正案を採決し、日本共産党と生活の党以外の賛成多数（38 対 2）で可決しました。 

そして、７日衆院本会議で国民の声を無視して採択されました。 

 日本共産党の赤嶺議員は質疑で 2001 年 9 月 11 日の米国同時多発テロを「絶好の機会」（当時のラム

ズフェルド国防長官）として、米ＮＳＣを中心としたイラク開戦のための情報集めが始まった事実を提

示。当時、ホワイトハウスの会議で「イラクと戦争するための口実づくり」を求められたとするＣＩＡ

（米中央情報局）職員の証言を紹介し、イラク戦争にむけた情報は誤ったのではなく、つくり出された

ものだったと指摘しました。その上で、米国の虚偽情報をもとにイラク戦争を支持し自衛隊を派遣した

責任を認めない政府の姿勢をあげ、米国の機密情報に依拠し「国の進路を誤らせることがあってはなら

ない」と強調しました。そして、採決の反対討論では「首相に国家のあらゆる情報を集約し、都合の悪

い情報は国民に隠し、『海外で戦争する国』をつくるものだ」と批判しました。 

安倍首相は､｢イラクが自ら（大量破壊兵器を保有していないことを）証明しなかったことが問題の核

心だ」「情報共有はわが国の安全にとってきわめて有意義だ」と無責任な答弁に終始しました。 

 国の安全保障の情報を漏らした公務員らへの罰則を強化する特定秘密保護法案が７日、衆院本会議で

審議入りしました。安倍首相は「早期成立に向けて努める」と表明、特定秘密の具体例として「外国の

工作機関による拉致」などを新たに示しました。森同法案担当相も「警察の原発警備の状況」を挙げま

した。自民・公明は今月中旬にも衆院を通過させ、12 月 6 日までの会期内に成立させることを目指し

ています。 

新聞では「法案には秘密指定の範囲や『知る権利』の保障などあいまいな点がなお多く、反発を強め

る民主など野党との論戦が激しくなりそうだ」と報道しており、今後のたたかいが重要です。 

安倍首相は「情報漏洩に関する脅威が高まっている」「外国との情報共有は情報が各国で保全される

ことを前提に行われている」とし、「法制を整備することは喫緊の課題。国家安全保障会議（日本版Ｎ

ＳＣ）の審議をより効果的に行うためにも（法整備が）重要だ」と必要性を強調しています。 

 7 日、「11・21 大集会実行委員会」主催で、衆議院第 2議員会館前で 12時から 13時 30 分まで「11・7

国会前緊急行動」が開催されました。集会には日本共産党の志位委員長もかけつけ、「たたかいはこれ

からです。国民の多数の声で、この希代の悪法を包囲し、必ず廃案に追い込もう」と呼びかけました。 

夜には、同委員会主催で官邸前行動が行われ、450 人が参加し、首相官邸に向けて廃案を訴えました。 

衆院で審議入りしたこともあって、多数のマスコミが取材し、朝日・毎日・東京新聞など多数が報道し

ました。 

 また、夕方 5 時から衆院議議員面会所で「5・3 憲法集会実行委員会」主催の議面集会が開催されま

した。 

//各地のとりくみ//  

        

かがやけ憲法！全国縦断キャラバンが 10月 29 日スタート、各地で期待・歓迎されています。沖縄県
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庁前での訴えが始まって数分、通りかがりの男性が「私にも話させて」と

マイクを握って、秘密保護法の危険性を訴えました。札幌では夜の「スト

ップ！秘密保護法」の横断幕を掲げたデモに 150 人が参加しました。また、

各地でテープを流しながら走る宣伝カーを、人々が「おや、全労連だ」と

見上げていました。 

自治体への懇談・要請では、道労連は事前の独自キャラバンで訪問した

18 自治体を含め、22 自治体を訪問。鹿児島では離島を除く 27 自治体全て

を 7 班で訪問、大規模にとりくまれました。そして、北海道の労働局長は「求人率は回復しているが、

中身は非正規・有期雇用が半数。憲法をいかした質の良い雇用をつくる」と語り、宜野湾市の副市長は

オスプレイの騒音で子どもが授業に集中できないと、「基地の実態を全国に発進してほしい」と語りま

した。各自治体で歓迎され、全労連に対する期待が語られました。 

諸団体との懇談では、農協労連はＴＰＰ問題で「自民党にだまされた。日本の農業を守る」と、沖縄

のマスコミ労協は「秘密保護法は沖縄のマスコミをつぶすためのものだ」と語るなど、様々な課題で意

見が一致し、共同のたたかいの基盤を築いています。 

また、マスコミも取り上げ、琉球新報、熊本日日新聞、毎日新聞北海道版、そして赤旗が大きくスタ

ートの様子を紹介し、西日本版など地方紙面でも紹介しています。そして、琉球毎日放送は県への辺野

古の埋め立て中止を求める要請の様子を、お昼のニュースで紹介しました。 

憲法キャラバンの「憲法をいかし、くらし・雇用・平和を守ろう」の訴えは、北と南から燎原の火の

ように広がり出しました。 

■1976 年公開・実写版映画／107 分／原作・中沢啓治／監督・山田典吾 

 出演・三國連太郎・左幸子・佐藤健太（ゲン）他 

映画人九条の会は12・2映画人九条の会 9周年イベントとして、映画「はだしのゲン」上映会を行います。故・中沢

啓治さんが自らの被爆体験を基に描いた漫画「はだしのゲン」は、650 万部を超す大ベストセラーとなり、世界各国か

らも高い評価を得ている作品ですが、今年の夏、松江市教育委員会が市内の全小中学校に閉架措置を求めていた

ことが報じられ、大きな波紋を広げました。 

「はだしのゲン」は実写版映画や長編アニメにもなっており、映画人九条の会は

実写版映画の第１作「はだしのゲン」の上映会に取り組むことにしました。 

名優・三國連太郎さん、左幸子さんが共演する反戦映画の傑作です。この機会

にぜひご覧ください！ 

■2013 年 12 月 2 日（月） 

 18:50～映画人九条の会 9周年の訴え、19:00～上映開始 

■東京・東京しごとセンター・講堂（地下２Ｆ） 

■参加費 1000 円（予約不要） 

■主催＆問い合わせ先／映画人九条の会 電話 03-5689-3970 FAX03-5689-9585 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

映画人九条の会 

憲法を学び、生かし、平和な日本と世界を！ 

憲法改悪ストップ！秘密保護法阻止！ 

世界の宝、9条を守りいかそう！ 

 

 

◆11 月 13 日（水）13：30～15：00  

◆衆議院第 1 議員会館 多目的ホール 

◆ミニ学習会 講師 清水雅彦さん 

(日本体育大学准教授・憲法学) 

◆主催：憲法改悪反対共同センター 

11・13 署名提出院内集会＆議員要請 

 
集団的自衛権問題について 
◆12 月 14 日（土）13 時～16 時 
◆全国家電会館（文京区湯島 3-6-1） 
             ・川田忠明さん（平和委員会常任理事） 
             ・塚田 薫さん（愛知大学法学部 4 年） 
             ・自由包囲相談弁護士（予定） 
◆主催 憲法改悪反対共同センター 

シンポジウム 

第 12 回全国交流集会（憲法改悪反対共同センター） 

◆2014 年 1 月 24 日（金）13 時半～17 時 

◆全労連会館ホール（文京区湯島 2-4-4） 

パネリスト 
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